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会社概要

社 名 Ｆ－ＬＩＮＥ株式会社

本 社 〒104-6130 東京都中央区晴海一丁目8番11号

設 立 1952年10月2日

資本金 2,480百万円

売上高 793億円

事業内容 貨物自動車運送事業／貨物利用運送事業／倉庫業／
通関業／港湾運送事業等

従業員数 1,748名（2024年3月末時点）
※上記人数には、役員・嘱託・受入出向者および契約社
員は含んでおりません。

車両台数 467台（2024年3月末時点）
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・「地球温暖化対策推進法」 令和3年改正

・「2024年問題」でのトラック輸送の限界

①モーダルシフトへの転換

②持続可能な物流ネットワークの見直し（在庫拠点・複線化・複々線化）

③輸送リードタイムの延長

これらの課題解決の手段
「安心安全」「環境」「品質」「コスト」の視点を考慮

・2030年には全国の約35%の荷物が運べ
なくなるという予想

2024年問題と持続可能な物流への対応
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出典：令和4年9月30日 総務省・経済産業省「令和3年経済センサス‐活動調査 産業別集計（製造業）に関する集計（概要版） 」より

食料品製造業の位置付け

産業中分類別事業所数及び従業者数
・事業所数が最も多いのは「金属製品製造業」
1位「金属製品製造業」 2万4094事業所
2位「食料品製造業」 2万1624事業所
3位「生産用機械器具製造業」 1万8138事業所

・従業者数が最も多いのは「食料品製造業」
1位「食料品製造業」 109万4454人
2位「輸送用機械器具製造業」 101万7610人
3位「生産用機械器具製造業」 60万6843人

「食料品製造業」は
事業所数で2位、従業者数で1位と重要な位置づけ
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北海道の食料品製造業の状況

出典：令和6年12月 北海道経済部食関連産業局食産業振興課 「北海道の食品工業の現状」より

北海道の工業の製造品出荷額等について産業類型別にみると、「食料品」、「飲料・たばこ・飼 料」等の生活関連型や、「石油製品・石炭製品」、「パルプ・
紙・紙加工品」、「鉄鋼業」等の基礎素材型の占める割合が高く、なかでも食品工業（「食料品」及び「飲料・たばこ・飼料」）の 割合は、42.1％で、全国
の12.0％を大きく上回っている。

北海道は日本の食料品の百貨店！

全国 北海道
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輸送モード別の特性
項目 ＪＲ貨物 船舶（トレーラー） トラック

〇 △ ◎
5ｔ、10ｔ単位での選択が可能（12ﾌｨｰﾄ、31

ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅなど）
1台当たり20ｔ単位で一度に大量輸送が可能

2ｔ、4ｔ、10ｔなど貨物の量に合わせて車両選択

が可能

△ ◎ 〇

レールの継目、フォークリフト荷役などでの擦れや破損 極めて少ない（横揺れ防止装置など） 急ブレーキによる荷崩れなどが発生

ＣＯ2削減 ◎ 〇 ✕

所要時間 〇 △ ◎

△ 〇 〇

輸送障害多し 航路によって大差あり 渋滞リスクあり

✕ ◎ 〇

冠水、信号故障、災害他で最大数週間以上 天候回復後すぐ
高速道路・トンネル等の通行止め

（迂回路は多数あり）

△ 〇 〇
制約条件が多い（鉄道輸送枠の有無、集配車両

の確保、コンテナ（31ﾌｨｰﾄ）の準備など）
航路によって船枠に差が有り

トラック事業者の数が他モードに比べて多いが

徐々に減少傾向

△ △ 〇
貨物駅からの距離によって変わる

解りにくい料金体系
港湾からの距離によって変わる 現状では優位性が高いが、急激な上昇傾向

手配のしやすさ

輸送単位

輸送品質

定時性

障害発生からの

回復の速さ

コスト
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輸送モード別の運休（欠航）の目安

影響の種類 鉄道 船舶（トレーラー） トラック

波 － 4～6ⅿ以上でほぼ全便欠航 －

運休率

（欠航率）

 約3.6％

（2023年度実績）

日本海～北海道航路 約8％

太平洋～北海道航路 約3％

太平洋～九州航路　　約4％

瀬戸内海～九州航路 約1％

災害・天災・大雪等の影響あり

情報開示
（災害時など）

ホームぺージで発信

（分かりにくい表現、復旧見通しは遅い）

数日先までの見込みを発信

（ホームページ上）

高速道路・主要道路は図時更新

（日本道路交通情報センター）

風

雨

風速25ⅿ/s以上で運転見合わせ
風速30ⅿ/s以上でほぼ全便欠航

(23ⅿ/s以上で欠航の航路あり）
風速25ⅿ/s以上で高速道路は通行止め

・1時間雨量が30㎜前後で運転見合わせ

・降り始めてからの連続雨量約200㎜を

　目安で運転見合わせ

・土壌雨量（JR東海）

・高速道路は1時間雨量が50㎜前後で

　通行止

・高速道路は連続雨量が200㎜程度で

　通行止

－
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日本のライフラインを支える重要な位置付け
・全国各地に約150か所の貨物駅
・1日の本数は約500本 出典： JＲ貨物資料より

鉄道貨物輸送のネットワーク(主要な貨物駅) 9



31フィートコンテナも、

14貨物駅を使用

（2024.7月現在）

航路は、24港・26航路を利用

（2024.7月現在）

当社の利用港湾と31ftコンテナ利用貨物駅
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SBT（Science Based Targets）

パリ協定が求める水準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標

出典：環境省 「SBT（Science Based Targets）について」より

カーボンニュートラルに向けて

4.2%/年以上の削減を目安として、申請時から5年～10年先の目標を設定する

脱炭素経営で、企業の新たな強みをつくろう！
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深刻なドライバー不足や2050 年カーボンニュート
ラル実現に向けた対応の必要性など、物流におけ
る諸課題の解決を図るため、鉄道貨物が重要な輸
送モードとして、その特性を十分に活かした役割を
発揮するための政策のあり方等を議論する有識
者検討会を新たに設置しました。
本検討会において、物流分野における貨物鉄道
の社会的意義やその役割について改めて確認す
るとともに、貨物鉄道の使い勝手を徹底的に良くし、
積極的に取扱輸送量の拡大を目指すことで、物流
課題の解決に貢献していく方策について、国等に
よる支援のあり方も含め検討を行ってまいります。

今後の鉄道物流のあり方に関する検討会

出典： 国土交通省 今後の鉄道物流のあり方に関する検討会より

物流革新緊急パッケージ

○ モーダルシフトの推進

出典：令和5年10月6日 我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議より

物流課題の諸改善が進まなければ、2030年には全国で荷物全体の約35％が
運べなくなる恐れがあり、さらに、物流品質の地域格差が生じる可能性も考えられ
る。また、ドライバーの高齢化や若年層の担い手減少などにより、今後さらなる需
給逼迫、ひいては物流ネットワークの維持が困難となることが想定される。

高まる鉄道貨物輸送の重要性 12



最後に

①脱炭素経営
企業は二酸化炭素排出量を減らそうとしている

②持続可能な物流ネットワークの構築
加速するドライバー不足への対応、複々線化

③競争力のあるコスト
寡占的ではない輸送モードの選択

鉄道貨物輸送は物流の重要なインフラであり存続は不可欠

出典：環境省 「SBT（Science Based Targets）について」より

出典：令和5年10月6日 我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議より
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